
 大正１２年（１９２３年）９月１日 関東大震災にちなんで、 

８月３０日から９月５日までが「防災週間」となっています。 

家族・ご近所の方々と防災について考えてみましょう。 

 「巨大地震が発生したら」、台風が接近・上陸、大雨による洪水

になったら、とかいろいろなことを想定して考え、話し合ういい機

会だと思います。 

 大雨が予想されるとき、テレビなどで「命を守る行動」とよ

く言われています。 

 その「命を守る行動」って考えたことがありますか？ 

 例えば、今、何もない状態の時に、今一度、家族、隣近所で話し

合いをしてみたり、訓練をしてみたり、ハザードマップを作ってみ

てはどうでしょうか。 

災害の種類 

地震・洪水・土砂災害・火災 



災害等からの避難について 

災害の種類  緊急避難が必要な場合 

地震 

役所等から避難指示・避難勧告が出された場合。 

家屋が倒壊した時や倒壊する危険性のあるとき。 

火災が発生したときや、隣家から延焼する危険性のあるとき。 

津波の危険性のある地域や海岸等で、津波注意報・津波警報が発表さ

れたとき。 

洪水 
役所等から避難指示・避難勧告が出された場合。 

洪水の危険性のある地域にお住まいで、大雨が降ったとき。 

土砂災害 

役所等から避難指示・避難勧告が出された場合。 

土砂災害の危険性のある地域にお住まいで、大雨が降ったときや普段

と変わった現象を発見したとき。 

火災 
役所等(消防、警察)から避難指示・避難勧告が出された場合。 

火災の規模が大きく、消火器での消火ができない場合。 

 

○ 避難の事前準備 

災害時でもあわてず、必要な場合に速やかに避難を行うためには 

あらかじめ避難場所などの確認が必要です。 

  

 



○避難情報と取るべき行動 

 

 

 

 

 

 

 

○この表は避難情報の目安です。 

みなさんはいつの段階で避難をしますか？ 

避難について 

☆家族・ご近所と協力する。単独行動はとらない。 

☆車での避難は交通渋滞を招き、浸水すると動けなくなります。 

（特別な事情がない限り、徒歩で避難しましょう） 



 

 

豆知識 

大人が１時間に歩く距離はだいたい４ｋｍと言われています。 

それが高齢者や子供など、さらに非常時であることを勘案すると、

非常時はその半分になります。それが暗闇、水に浸かっていれば 

１/４、１時間に１ｋｍとなります。 

これを考えると、早い目の避難、「命を守る行動」をとらなくて

はなりません。 

 高齢者、小さなお子さんのいる家庭など、避難準備情報の時には

避難を始めるのが望ましいと思います。 

 最後にもう一度、この平穏なときにこそ、家族・自治会で  

「命を守る行動」を考えて、有事の際に直ぐに行動が取れる

ような訓練をしてみてはどうでしょうか。 

自分の命、家族の命、隣近所の人の命を守るのは 

あなたです。 


